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鶴岡手をつなぐ親の会 会長 橋本 廣美 氏 
 

      鶴岡手をつなぐ親の会会長の橋本廣美氏がこれまでの多大な功

績を認められ、手をつなぐ育成会東北ブロック大会会長表彰の栄
に浴されました。      

           心からお喜び申し上げますとともに、今後、ますますのご活躍
をお祈り申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 11月15日（火）家族と支援者が共に学ぶセミナーが開催されました。 

午前は、古川 敬氏より～意思決定支援から知的障がい者支援 

を考えてみる～を演題とした講演会があり、午後からは、 

シンポジウムが行われました。 

ここ数年、意思決定支援という言葉を耳にすることが増えて 

きたように思います。漠然と捉えていましたが、講演を拝聴し、 

意思形成支援及び意思表出支援がなされ、意思決定支援に繋 

がることを学びました。    （広報委員  高橋）       

きざしとまなざし2022  
やまがた障がい者芸術作品公募展 より 
(2022年11月3日～11月16日 悠創館) 
主催：やまがたアートサポートセンター ら・ら・ら  
共催：山形県 

令和4年度（第7回）家族と支援者が共に学ぶセミナー 
令和4年11月15日 山形市総合社会福祉センター（交流ホール） 

 
 
 

 
 新型コロ 
 
 

  新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、各事業所のバザー等の楽しい企画や学校の文化

祭なども感染症対策をしながらコロナ禍前よりも規模を縮小したり、参加者を限定したりしています。

コロナ禍の中だからこそ改めて「手をつなぐ」大切さを感じています。この広報紙がより多くの方々

が手をつなぐ一助となることを願っています。                       （広報委員  草間） 

 令和4年度8月より山形県手をつなぐ育成会の理事長となりました小山憲樹です。 

よろしくお願いいたします。 

 当会の歩みを見てみますと、昭和34年に「山形県手をつなぐ親の会」として発足以来、組織体を充実さ

せながら平成19年に「山形県手をつなぐ育成会」と改称し、今年で63年の活動期間となります。 

 私どもの法人は、各市町村の手をつなぐ育成会・親の会と社会福祉法人の集合体であり、全国手をつ

なぐ育成会連合会と連動しております。また、知的障がい者関連では山形県内で最も歴史と実績のある

組織であり、福祉施策の立案や運用に際して、積極的に要望や意見を申し上げている団体です。 

現在の各支部・団体会員数は4１で、それぞれに所属する会員数の合計は約750名です。 

 さて、障害者手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳）を所持している方々の割

合は、総人口の６％と言われていますが、障害者手帳を取得していない障がい者を含めると障がい者の

総数はもっと多くなり、さらに、関係する家族を含めると、その何倍かの割合になります。「誰もが地域で

安心して暮らせる社会づくり」のためには、地域における優しさを醸成するための活動をより一層推進し

ていくことが必要であり、その一翼を担うのが手をつなぐ育成会であると考えております。 

 地域の関係者や関係団体との連携を深めながら、当事者である障がい者本人や家族、そして地域の

声を行政に届けながら、地域社会における障がい者福祉の充実に関与して参りますのでどうぞご支援く

ださいますようお願いいたします。 

  

こやま のりき 

◎発行日 ： 2022年 12月 
◎編集・発行 ：山形県手をつなぐ育成会 広報委員会         

「ともに手をつなぐ」55号  ① 



 
 
 

施設・事業所コーナー 

② 「ともに手をつなぐ」55号   「ともに手をつなぐ」55号  ③ 

理事長 小山 憲樹 副理事長 高橋 郁子 

理事 遠藤 正敏 理事 斎藤 万里 

理事 中川 奈美 理事 鈴木 一成 

理事 藤田 浩司 理事 佐竹 真次 

理事 村上 理香 理事 草間 智弘 

監事 広谷 明雄 監事 佐藤 洋美 

 改選されました 

 育成会においては、まだまだ経験不足ではあり

ますが、今年度から2年間、小山理事長と共に微

力ながら副理事長として、山形県手をつなぐ育成

会を支えて参りたいと思っております。これから

も皆様、ご指導のほどよろしくお願いいたします。                         

副理事長 高橋 郁子 

 佐竹真次と申します。特別支援学校や大学

で働ておりました。育成会の役割は、皆さん

の権利擁護、幸せで楽しい日常生活の実現と

維持のための支援、多くの仲間や支援団体と

の連携の促進と維持、などが中心になると思

います。それらに役立つ取り組みをしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

  理事 佐竹 真次 

 手をつなぐ育成会は７０年くらい前に３人

の母親たちの願いから始まったと伺っています。

その当時も今も変わらぬ親の思いをつないで、

当事者である子どもたちが「その人らしく」自

立に向かっていける社会づくりにつなげていけ

るよう努めてまいりたく存じます。まだまだ微

力ではございますがよろしくお願いいたします。  

        理事 村上 理香 

 今年度から山形県立村山特別支援学校長とな

りました草間智弘です。村山特別支援学校では教

頭として３年勤め、酒田特別支援学校に３年勤め

た後戻ってきました。小学部だった児童が高等部

生徒となり成長した姿に感動しました。手をつな

ぐ育成会の理事となり、本会の良さについて多く

の保護者の方々にお知らせすることができるよう

に努めていきますのでどうぞよろしくお願いいた

します。          理事 草間 智弘 

 『地域と人をつなぐ虹の架け橋を目指して』 

 なかやま虹の丘は、生活介護事業と就労継続支援Ｂ型事業からなる多機能型事業所です。生活介護

ではリサイクル活動、エコバック作り、地域清掃などに取り組んでいます。就労継続支援Ｂ型事業所

では、お祭りを彩る花作り、フルーツキャップやチラシ折り、木工製品の加工を行っています。また、

各事業所では、ご利用者の皆様が話し合って外出やイベントなどを決めています。今後も活動や仕事

を通して、地域と人をつなぐ虹の架け橋となれることを目指していきます。 

 

 

 『ひとり一人の「したいこと」を大切に』 

 グループホーム支援センターなかやま「雨宿舘」は、中山町長崎で７名の利用者さんが暮らしてい

ます。ホーム内はリビングとキッチンがワンフロアになっているため、休日の食事作りや季節のイベ

ントの料理を皆さんで楽しみながら協力して作っています。 

 コロナ禍ではありますが、地域の方との結びつきを保ち、慈しみ合いのある豊かな暮らしを目標に

しています。また、お一人おひとりの「したいこと」を大切にし、想い描く暮らしを叶えることがで

きるようサポートしてまいります。 

今回は東村山地区 
 （中山町）です 

「自閉症スペクトラム症 

マイペースなきみに 

家族はすったもんだ」 

監修：井上雅彦 

 編集：全国手をつなぐ育成会連合会 

イラスト：マリマリマーチ 

定価：1,430（税込み） 

 

最上川交通株式会社さま 

https://www.mogamigawakotsu.jp/ 

  

 2期理事を務めさせていただき、このたび監

事に任命されました。まだまだ未熟者ですが、

やれる事に精一杯取り組みたいと思っています。

どうぞよろしくお願いいたします。 

監事 佐藤 洋美 

  

 今年度より、理事の仲間入りをさせていただき

ました中川奈美と申します。右も左もわからない

新人でございますが、先輩理事の方々よりご指導

いただき、微力ながら頑張ってまいりますので、

よろしくお願い申し上げます。 

理事 中川 奈美 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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